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秋特集…ふるさとに想いを馳せる!!
ぬ!! 

   

会長あいさつ 東京飯豊会会長 山口 弘二（中津川）  

 皆様お変わりありませんか。お

健やかにお過ごしのことと思って

おります。 4年前に、皆様からの

ご寄附で、飯豊町に植樹した桜は

現在順調に育って花を咲かせてい

ます。特に黒沢地区のスワンパークの周りに

は34本の桜を植え、冬は白鳥が飛来し、春に

は桜の名所になることと期待しております。

東京飯豊会では、これから、もっと沢山の桜

をふるさと飯豊町に植樹したいと考えていま

す。 昨今、ふるさと納税が話題になってお

りますが、東京飯豊会では、3年前から、こ

れは素晴らしいふるさと応援方法であると気

づき、会員の皆様にPRし、ふるさと納税をお

願いしてきました。お蔭様で、昨年は1億円

以上の応援金が全国から集まっていると聞い

ています。お礼の品としての特産品、飯豊牛

やアスパラ等に魅力があるようです。故郷を

応援して、得になるこの納税をこれからも持

続して頂くことをお願いいたします。 

 ところで、東京飯豊会の会員の老齢化が進

み、会員の減少が進んでいます。若い会員の

入会を募集しています。お知り合いの飯豊町

出身者に是非声を掛けて頂きたい。少しで

も、会員の減少に歯止めをかけて、これから

も東京飯豊会をますます発展させていきたい

と願っております。どうぞ、ご支援をよろし

くお願い申し上げます。 

あさもやの散居風景／天養寺展望台より 

蔵
王
を
の
ぼ
り
て
ゆ
け
ば 

 
 
 

み
ん
な
み
の
吾
妻
の
山
に
雲
の
ゐ
る
見
ゆ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

齋
藤
茂
吉
（
赤
光
よ
り
） 

写真/井上和雄（黒沢） 
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産
学
官
金
連
携
で 

         
   

蓄
電
ビ
レ
ッ
ジ
を 

           

 

町
は
、
山
形
大
学
が
研
究
開
発
を
進
め

て
い
る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
拠
点
施

設
を
誘
致
し
ま
す
。
現
在
、
山
形
大
学
は

民
間
企
業
と
協
力
し
て
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

電
池
の
材
料
研
究
を
、
米
沢
市
内
で
行
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
度
、
同
大
学
と
町
、
山

形
銀
行
、
産
業
技
術
総
合
研
究
所
、
民
間

企
業
は
、
米
沢
拠
点
を
補
完
す
る
「
飯
豊

拠
点
」
の
整
備
に
つ
い
て
合
意
し
ま
し

た
。
飯
豊
拠
点
で
は
、
実
用
化
に
向
け
た

設
計
、
製
造
、
試
験
、
検
査
を
行
い
ま

す
。
町
は
蓄
電
関
連
企
業
の
集
積
地
形
成

（
蓄
電
ビ
レ
ッ
ジ
）
も
見
据
え
て
取
り
組

み
ま
す
。
施
設
整
備
の
総
事
業
費
は
約
十

五
億
円
。
町
は
７
億
円
を
負
担
し
、
完
成

後
は
山
形
大
学
に
賃
貸
し
ま
す
。
場
所

は
、
萩
生
地
区
の
旧
㈱
Ｌ
Ｄ
Ｆ
山
形
工
場

跡
地
の
一
部
。
来
年
度
４
月
の
開
所
を
予

定
し
て
い
ま
す
。  

 
  

 
 

開
所
後
の
運
営
は
山
形
大
学
が
行
い
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
負
担
し
ま
す
。 

 

飯
豊
拠
点
の
特
色
は
、
電
池
を
作
る
全

工
程
を
行
え
る
試
験
工
場
で
あ
る
こ
と
で

す
。
ユ
ー
ザ
ー
が
求
め
る
電
池
開
発
や
商

談
に
有
効
な
試
作
製
造
ラ
イ
ン
を
備
え
、

迅
速
で
柔
軟
な
対
応
が
可
能
で
す
。 

 見
込
ま
れ
る
効
果 

 

一
般
会
計
の
予
算
規
模
が
約
七
十
億
円

の
本
町
に
と
っ
て
、
７
億
円
の
投
資
は
と

て
も
大
き
な
も
の
で
す
。
こ
の
事
業
に
多

様
な
効
果
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
雇
用
創

出
や
経
済
面
へ
の
好
影
響
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
町
民
、
と
り
わ
け
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
、
世
界
最
先
端
の
研
究
が
身
近
な

と
こ
ろ
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、

ふ
る
さ
と
へ
の
誇
り
を
育
み
、
将
来
の
夢

の
範
囲
を
広
げ
る
も
の
と
捉
え
て
い
ま

す
。 

 都
内
に
飯
豊
町
の
拠
点 

  

東
京
都
杉
並
区
高
円
寺
純
情
商
店
街

に
、
飯
豊
町
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
＆
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
シ
ョ
ッ
プ
」
が
あ
り
ま
す
。 

 

運
営
主
体
は
、
町
、
高
円
寺
銀
座
商
店

会

協
同

組
合
（
＝
高
円
寺

純
情

商
店

街
）
、
女
子
美
術
大
学
で
す
。
町
は
、

「
町
内
産
物
の
販
売
、
町
の
情
報
発
信
、

町
民
と
都
市
住
民
と
の
交
流
、
将
来
的
に

は
町
へ
の
移
住
窓
口
」
の
４
つ
の
機
能
を

効
果
的
に
行
え
る
都
市
部
の
拠
点
と
位
置

づ
け
て
い
ま
す
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
＆
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
表
す
よ
う
に
、
同
シ
ョ
ッ
プ
で

は
、
生
産
・
加
工
者
が
販
売
員
と
な
っ
て

消
費
者
の
反
応
を
直
接
学
ぶ
チ
ャ
レ
ン
ジ

販
売
や
、
交
流
・
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
な
ど

を
活
用
し
て
多
様
な
方
々
と
の
出
会
い
と

交
流
の
創
出
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

 

開
設
ま
で
の
経
緯 

 

開
店
の
き
っ
か
け
は
、
高
円
寺
純
情
商

店
街
と
山
形
お
き
た
ま
農
業
協
同
組
合
飯

豊
地
区
青
年
部
に
よ
る
商
品
開
発
で
す
。

平
成
十
六
年
か
ら
、
青
年
部
は
都
内
の
小

学
校
で
稲
作
体
験
出
前
授
業
を
し
て
い
ま

す
。
そ
の
学
校
の
一
つ
杉
並
第
四
小
学
校

の
元
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
は
、
高
円
寺
純
情
商
店

街
の
吉
田
善
博
専
務
理
事
。
平
成
二
十
四

年
、
商
店
街
は
商
店
街
ブ
ラ
ン
ド
の
開
発

に
着
手
し
ま
し
た
。
吉
田
専
務
理
事
が
、

飯
豊
町
の
産
物
を
使
っ
た
商
品
開
発
を
青

年
部
に
依
頼
し
た
こ
と
で
両
者
は
つ
な
が

り
を
持
ち
ま
し
た
。
町
内
産
物
を
使
う
企

画
構
想
に
、
町
と
飯
豊
町
地
域
雇
用
創
造

推
進
協
議
会
が
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
町
と
商
店
街
は
、
商
品

開
発
以
外
に
、
よ
り
多
く
の
方
が
多
様
な

利
益
を
得
ら
れ
る
方
法
を
検
討
し
ま
し

た
。
そ
の
案
の
一
つ
が
「
商
店
街
に
飯
豊

の
拠
点
」
で
す
。
平
成
二
十
五
年
度
末
、

商
店
街
か
ら
好
立
地
の
店
舗
に
空
き
が
出

た
と
の
連
絡
と
、
「
賃
料
の
約
半
分
を
商

店
街
が
負
担
す
る
」
と
熱
い
ラ
ブ
コ
ー
ル

を
受
け
、
飯
豊
町
の
拠
点
が
開
店
し
ま
し

た
。 

  （
文
＝
飯
豊
町
総
務
企
画
課
情
報
防
災

室
・
勝
見
） 

 

 

 

「飯豊拠点」の記者発表時の様子 

左から長谷川山形銀行頭取、小山山形

大学長、後藤町長、吉武山形大学院教
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 平成27年1月、地方へ移り住む方が、4年で2.9倍に増えているとの調査結果が公表されました。都市部の

若い世代の地方への移住意識の高まりや、自治体の支援策拡充が背景にあると考えられています。 

 飯豊町も人口は減少傾向にあります。しかし、ここ数年、Iターン等で町へ移り住む方もいらっしゃいます。飯豊

町へ移り住む方、Ｕターンされる町内出身者の方に対し、町では、様々な支援を行っています。 

 首都圏で開催される移住フェアに出展し、飯豊町を全国にPRしています。町単独の移住･定住相談会を開

催し、移住･定住希望者の個別の相談に応じています。移住･定住ガイドブックを作成し、町の情報を提供して

います。「空き家バンク」制度を通して、住宅のマッチングを行っています。「ふるさと定住いいですね条例」にて、住

宅取得支援等を行っています。その他にも、新規就農者には、家賃補助や農地取得補助を行っています  

写真／第3回心の古里いいでフォトコンテスト 

優秀賞「田んぼの中を」 木村隼人様撮影 

町では、「空き家バンク」制度を運用して

います。 

 「空き家バンク」制度とは、 「空き家所

有者」と「利用希望者」の橋渡し(紹介)

を行うもので、空き家の有効活用と、移

住･定住の促進を図ることを目的としてい

ます。 

  「空き家所有者」は、「利用希望者」

に、建物を使用してもらうことで、維持管

理経費を抑え、家賃収入を得ることも可

能です。一方「利用希望者」は、比較的

安価に住居を確保することができ、双方

にメリットがある仕組みです。 

町では昨年度から、当号｢ふるさとだより｣で紹介し

た、杉並区高円寺純情商店街「チャレンジ&コミュ

ニティ･ショップ」において、町単独の移住･定住相

談会を開催しています。 

 昨年度は計4回開催し、今年度は、以下の日

程で計6回の開催を予定しています。飯豊町へ移

り住むことを考えている方、Ｕターンを考えている方

だけではなく、町の情報を知りたい、ふるさとの話を

したい東京飯豊会会員の方の参加をお待ちしてい

ます。時間はいずれの日も、13:00～16:00です  
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ふるさと情報コーナー 

詩吟日本舞踊カラオケなど町内で活動する団体が

日頃の練習の成果を披露します。 

旬の食材がい~っぱい!飯豊の味覚をお楽しみみ下

さい。 

 

年１回「あ~すイベントスタッフ」主催により 

開催する 

コンサート。今年は鳥羽一郎コンサート。 

 

飯豊町に音楽が響き渡る１日、子供から大人まで

たくさんの人が音楽をお届けします。 

 

 

いいでが誇る第二のお酒”どぶろく”の 

               新酒解禁日!  

 

 

大人から子供までスノーモービル体験! 

気分はスノーライダー! 

 

ライトアップされた雪像、火柱15mのヤハハエロ、

天空に突き抜ける炎を囲んでのフォークダンスな

ど…。 

芸能発表会 

いいで 

秋の収穫祭 

 
VOICE PARTY 

2015 

 

 

みざみの里                       

音楽祭 

 

 

どぶろく，新酒発

表会 

 

 

 

どんでん平 

 スノーパーク 

 

 

中津川雪まつり 

18日 
 

25日 
 

 

31日 
 

 

 

14日 

 

 

下旬 
 

 

 

 

1月中旬～ 

毎週土日 

 

 

 

27日 

 

 

10 

月 

 

 

 

 

 

 

 
11 

月 

 

 

 

 

１ 

月 

 

 

 

2月 

あ～す 
0238-72-3111 

 

役場農林振興課 
0238-87-0525 

 

あ～す 
0238-72-3111 

 

 

あ～す 

0238-72-3111 

 

 

役場商工観光課 
0238-87-0523 

 

 

 

飯豊町観光協会 
0238-86-2411 

 

 

中津川地区公民館 
0238-77-2020 

＊平成27年度のイベントスケジュール 

月 日 イベント名 概要 問い合わせ先 

平成27年10月～平成28年2月まで 

 

      〜〜  

＊寄附状況 

平成26年度 

寄附者 7,545人 

寄附金額 

104,305,310円 

 

平成25年度 

寄附者 1,597人 

寄附金額 

16,643,000円 

 

平成24年度 

寄附者 14人 

寄附金額380,000

ふるさと納税」改正のポイント 

 今年からふるさと納税枠が２倍になりました。 たとえば、夫婦（妻は専業主婦）２人の場合、

2,000円の負担ですむ寄附額の上限は年収300万円の方は昨年まで12,000円。今年は23,000円。 

 年収500万円の方の昨年は30,000円。今年は59,000円。 ※あくまで目安です※  
 ２つ目は、ふるさと納税ワンストップ特例制度で寄附する自治体が５つまでは、確定申告をす

る必要がなくなります。会社員の方、確定申告 不要の方 

 詳細はお問い合わせください：飯豊町役場総務企画課 総合政策室TEL／0238-87-0748（直通） 
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朝 6 時「おにぎり、カップ麺、コー

ヒー、お湯、箸等よし、腰回り道具一

式とチエンソーよし」と確認し出発、

日曜日の朝空いている道を飛ばし現地へ走るこ

と1時間半、なんと仲間数人すでに支度を済ま

せているではないか。8時半「点呼、作業説

明、安全第一」で動作を確認し合い現場へ。約

1.5ヘクタールの雑木林を皆伐整地、そこに500

本の檜を植える。1年をかけての活動初日の流

れでした。1941年中津川で産声をあげた小生、

飽きもせずに20年来林業ボランティアに勢を出

しております。毎週土日は実家の山か里で活動

してます。始めの頃はここ迄のめり込むとは思

いもせず…でしたが興味がどんどん拡がり必要

な道具が車にいっぱいです。傾斜地での力仕

事、その上り下りと健康と体力づくりにはベス

ト。粗末な昼も熟年男の”ワイガヤ”で賑やかな

こと、ボケと正常が行き交ってる。夫々年を考

慮、午前で終わりとしてます。冒頭にある現場

は、この4月すべて終了となり、周囲を鹿除け

に守られ閑かに刻を送ってる状況です。この秋

雑草に負けそうな幼木を助けるため、下草刈り

に汗を流す予定”苗木よまけるな!!”このジジイ

も負けないぞ秋に逢うのが楽しみだ。 

 たのしみな秋    宮城慶吾   (中津川 ) 

小学生時代の思い出  森 博子    (添川 ) 

 あの光景は、何歳のときのことだろ

う…？学校の校庭に大きな釜が設えて

あり、異様な匂いが漂っていた。確か

小学生だったとは思うのだが… イナゴを取り

小学校に持っていった思い出がある。詳細は詳

らかではないが、きっとノルマでもあったのか

な…？竹のか・何かで出来た小さな籠のような

入れ物(何と言うのかな~)を持って田圃に出かけ

たことを思い出す。だが意に非ず全く捕まえる

ことが出来ず祖母にＳＯＳを出して沢山捕って

もらった。それを学校まで持ってゆくのにイナ

ゴがザワザワガサガサと蠢
うごめ

き怖くて怖くてベソ

を掻きながら行った事を思い出す。その後のこ

とは全く記憶にないのだが、とにかくイナゴに

触れるのも嫌だった事あのざわめきの異常

な記憶…６０年近く経った今でも脳裏に焼

き付いて離れない。ただ、これが本当の出

来事だったかは今もって私にはわからな

い、知っている方がおりましたら是非教えを請

いたい思う。もうひとつ秋といえば思い出す事

がある、我が家には栗の木が結構あった、何本

あったかは定かではないが家から川までの道端

にあり実を落とす時期になると祖父とよく拾い

に行った。早起きさせられるのが嫌で嫌でたま

らなかったものだ、栗は夜中に実を落とすと教

えてもらった、だから朝一番で拾いに行くのだ

とも。この事は40年もの後にたまたま知り合っ

た栗博士と言われる大学教授にも同じ事を聞い

た、間違いではなかったわけですね！！ただ早

起きして行くのは、他の子供たちが拾いに来る

からその前に拾わないといけないと言う単純な

発想からの様な気がして嫌だった事はゆがめな

い。故郷は一人一人の心の中に沢山の思いを詰

めた玉手箱なのかもしれない、特に

秋は暗く長～い冬を迎える前のひと

時の安らぎの季節の役割を果たして

いたのではと思うのです。 

 ふるさと     井上博司    (椿 ) 

 皆様こんにちは、椿地区で育ちまし

た井上博司(42歳)と申します。現在、練

馬区内で土地家屋調査事務所を経営し

ております。上京以後、父の恩師でもあり当会

の元会長でもあられた故荒木昌一先生には大変

お世話になり、そのこともご縁となって当会に

６，7年前より参加させていただいておりま

す。実りの秋、今頃飯豊町は稲刈りに始まり、

様々な美味しい食べ物の収穫の時期ではないで

しょうか。日頃、スーパー等でつい山形県産の

お米、野菜、フルーツを探してしまう私にとっ

て、今の時期は特に故郷飯豊町のことが目に浮

かびます｡帰省した際には、先祖のお墓参り

と、母校第二小学校の近くに祭られている「山

の神様」に参拝するのが習慣になってますが、

周りの田んぼの刈り入れが済み、遠

い春を待つ夕焼けに染まった神社の

雰囲気もなかなかいいものです。上

京して早くも20年以上経ちます。都

会の生活に疲れた時には、飯豊町方

面の空を眺めて気力を振るい出して

いる今日この頃です。 

 ふるさとの秋!!  

美味しい飯豊米 貴方も‼ 
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 中卒で就職した私どもに職場の上司

が語ってくれました。「故郷は遠くに

在りて思うもの、思い出さずに忘れず

に」励ましとも慰めとも取れる言葉で

した。東京周辺を皮切りに、九州に１５年北海

道に30年、常に遠くの地から故郷飯豊町を思い

続けてきました。この度、孫達の住む東京都港

区に引っ越ししてきました。これからはこの地

から故郷飯豊町を思い続ける事になりそうで

す。古希を迎えた今残念に思う事がーつ有りま

す。それは「故郷ことば」を忘れてしまった事

です。就職した当時、混ざり気のない純粋の飯

豊弁は「お前の言葉は、通訳がいないと解らな

い」と言われました。確かに「し」が「す」に

なっていました。こっそりとそして必死で

「さ・し・す・せ・そ」の発声練習をした事が

有り懐かしい思い出です。当時は故郷ことばを

治す事が成長の証しのごとく感じ、忘れる事に

努めてしまいました。今思うと残念とともに申

し訳ないという気持ちになります。そんな中、

蔵王山の麓に住む同級生の横山はるよさん｛旧

姓安部・黒沢出身｝が「故郷のことば」という

小冊子を送ってくれました。明治生まれのばっ

ちゃが話していた言葉を思い出しながら、里帰

りした友達に「故郷のことば」で話すと大変喜

んでくれたとして、記憶の明らかなうちに纏め

てみようと作成したようです。よくまあこれだ

け集めたものだと感心しました。古いものが失

われる傾向にある今この冊子は貴重と思いま

す。同級生の偉業に敬意を表するとともに、飯

豊町の宝物として後世に残す必要性を感じてお

ります。昨年初めて東京飯豊会に参加しまし

た。世代が代わり父や母の面影をどこかに残し

ている若者達が、会の運営を仕切っており頼も

しさを感じました。年の差はあっても、初対面

であっても、同じ所で生まれ育った者には共通

の話題が沢山有ります。即、親近感が湧いてき

て感激しました。会の最後参加者全員で合唱し

た「ふるさと」は涙が溢れ歌えませんでした。

「故郷の山に向かいて言うことなし、故郷の山

は有り難きかな」親たちが住み親たちが眠る故

郷飯豊町、皆さんで飯

豊町の穏やかな

発展を祈念し

て参りましょ

う。 

故郷は遠くに在りて思うもの 木村（渡部）勝夫  (中 ) 

幼き日のこと     中根友利子    (黒沢 ) 

お祭り         国分秀高      (萩生 ) 

ま～ずいっぺ
のめ～や!! 

おしょうし
な!! 

祭りというと心に響くもので笛、太

鼓の音を聞くと心わくわくするもの

です。子供の時は、祭りが近づくの

が待ち遠しく楽しみでした。特に萩

生諏訪神社のお祭りの獅子舞は迫力が有り各部

落をねり歩き獅子と警護の力比べは町一番の強

さを決めるもので力が入ります。最後の萩生

川、二反田橋を渡る時、獅子頭の提灯をたより

に警戒しながら地べたをなめるようにする振り

方はどこにも見られないものでとても見ごたえ

が有り笛や太鼓も力強く胸に響き感動でした。

東京の秋祭りも又味わい深いもので太鼓、神輿

が地域ごとに集まります。世田谷・太子堂は太

子堂八幡神社の祭りで六町会が町内をねり歩

き、神社で安全祈願をします。神輿の担ぎ手に

よって掛け声が響き渡り町内全体が盛り上が

り、力強さがあり勇壮的

です。日本各地で氏神様

を守るために祭りを盛大

に行う日本の伝統文化と

していつまでも残して欲

しい行事の一つです。 

 いつの間にか寝入ってしまい、気

がつくと誰もいません。心細く泣き

そうになっていると、「起きたか」

と母の声が聞こえ安心しました。丁度、稲刈り

の中休みの支度のため母が田んぼから戻ってき

たところでした。 お茶の支度を手伝いながら

（母の後ろをついて廻っていただけかも）、父

や手伝いにきてくれた近所の人たちのところへ

「茶菓子」などを持っていきました。みんなと

大笑いしながら食べた「さつまいも」の美味し

かったこと。そして何よりも、どんなに忙しく

ても笑顔を絶やさず優しかった母と一緒に居ら

れる喜びと安心感を感じたことでした。休憩の

あと、稲を一束ずつ運び、稲穂の杭掛けを手伝

いながら見た赤とんぼや夕焼け空のきれいだっ

たこと。遠い日のことですが、稲刈りの原風景

とともにまるで「一枚の絵はがき」のように鮮

やかに浮かんできます。高校卒業とともに上京

して45年が経ち、幼き日のことを懐かしく想う

歳になりました。 
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ふるさとは山の恵み「山菜・キノコ」の

宝庫です十年前から、里山から深山に挑

戦するようになりました。お隣、小国町

を北に向かい，奥に進むと、道路が行き止まり

になる。目の前の急流にかかる大きな一本のつ

り橋を渡ると、その先はブナの大原生林が広が

り大朝日岳・祝瓶山への登山口となります。こ

の山あいにある集落が五味沢です。この地に生

まれ育ち、長い間「マタギ」をやってこられた

方と知り合い、師匠と弟子の関係になった。師

匠は経験は豊富で山に入ると山の掟を守り、山

菜・キノコは絶対に根こそぎ採らず、キノコは

木に出ているものしか採らない。その上何処に

何があるかを知り尽くしている。秋のトビタケ

採りは、何度か体験しているがきつい事の連続

で本当にきつかった。山の険しい斜面を猿のよ

うに登り尾根の近くでトビタケを見つけるが喜

ぶよりも息が上がり、呼吸もままならぬ程であ

る。それでも山が好きで、山に入ると気持ちが

和みます。今まで一番嬉しかった事を聞かれれ

ば、キノコがたくさん採れた時のことです。五

年前の秋、朝日が昇る頃、師匠と共にと三人で

オリミキ採りに山に入る。そして運よく最盛期

を迎えたオリミキが谷川の流木にギッシリ出て

いるのを見つけ思わず「すげ~えっ!」と叫んで

しまった。それを夢中になって採りまくり、お

昼頃には三人とも背にしていたリュックサック

にオリミキを一杯にする事が出来たのです。そ

の後、東日本大震災が起き、原発事故が発生し

た。最近キノコ採りに山に入るも山が乾き、様

子がすっかり変わりキノコが少なくなってしま

い、寂しさを感じております。 

秋はキノコ狩り   佐藤 剛  (高峰 ) 

古里を離れて早や４５年になります。

秋は実りの秋ですね…、食いしん坊の

私には腹いっぱい食べられて幸せでし

た。学校に行く前には、弁天様に落ちた栗を

拾ってから出かけます。胡桃は後の川に流れつ

いて来ました。ぜんまいの胡桃和え、胡桃ゆべ

し、胡桃もち、思い出したらよだれが出てきま

す。そして柿は焼酎で渋を抜いて食べ、残りは

柿干しにして”しそ”で包んでカメに漬け、冬に

食べます。リンゴは木の箱で買っておやつに食

べました。学校の芋煮会には率先して大きな鍋

を持って行きました。なぜなら残った芋煮をも

らって帰るからです、そのおいしかった事いま

でも忘れません｡そのほかイナゴの佃煮アケビ

の皮焼きなど家族には嫌われますが私にとって

は懐かしい食べ物です。あたりの山々が真っ赤

になるととても綺麗ですね、丁度稲刈りの頃な

のでその手を休めていると母に手を休めるなと

言われます。綺麗だな~と山を見ている訳には

行かないのです、もうすぐ雪が降ってくるので

稲刈りを終わらせなければならないのです。米

の収穫は一番大事な生活の糧なのですから猫の

手も借りたい程忙しかったものです。やがて、

葉も枯れてカサカサと木の葉が舞い上がる音だ

けが聞こえてきて、秋の終わりが近づくといっ

そう淋しさを感じたものです。今まで、生活に

追われて忙しい毎日でしたので、古里を思い出

した事がなかった様に思います。現在、私は職

場から離れ母を田舎に送り出

す事ができ忙しさから解放さ

れ、ようやく古里の出来事が

思い出される今日この頃で

す。皆様も健康第一に御身大

切にお過ごしください。 

 秋の思い出     今野さち子   (手ノ子 ) 

マスタケ オリミキ トビタケ 

佐藤包子さん 副会長・(企画担当) 

企画担当として、総会・懇親会のイベント

開催において、プロ歌手の出演要請に奔走

して下さり、ゲスト応援部隊として大勢の

方(飯豊会会員外)にお誘いをして頂き、楽

しいひと時を過ごす事が出来ました。 

功労賞表彰者 
 役員会・部会便り 

来年の行事のお知らせ!!! 

*ふる里訪問バスツアーを黒べこ祭り、さくらん

ぼ時期の７月初旬に予定しております。 

*天高く馬肥ゆる秋!大芋煮会開催!!! 

ふる里飯豊町の絶大なるご支援で肉といもと大

鍋を持って駆け付けて貰います。秋晴れの下、

ご家族の方も一緒に芋煮に舌鼓を打って楽しみ

ましょう！ 乞うご期待を!!! 

企画部より 事務局より 
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まさか、まさかの悲しい知らせに

は耳を疑いました。静養期間が想

像していたより長引いているが、元気なお

顔を近々見せて戴けるものと心待ちしてい

た矢先。しかしその希望が永遠に叶わない

事に成りました。私は身近な存在とは言え

ませんが飯豊会での彼女の足跡の一部を

と、寄稿致しました。役員として多面的に

仕事をされ、私から役員会議事録作成の任

務を引き継いで戴き、広報部活動開始時よ

り部員として積極的に力量を発揮され、私

自身にも何かと助言を、また補佐をして戴

きました。私の会長退任後もマルチな能力

を期待され事務局、広報部員として活躍さ

れ、療養生活に入られるまで誠実に任務を

果たされました。その柔和な笑顔に会うた

びに癒されたのは私だけでは有りません。

ご家庭、職場、趣味の集いでも健全な「日

本の母親」のイメージを体現されておられ

た事でしょう。酒食の伴う慰労と親睦の機

会も嫌な顔もせず、役員会などの流れで中

村さんの「最上」なども気楽に付き合って

戴き同級生の役員と語らい楽しまれていた

時の様子が今も目に浮かびます。健康が回

復されたら中心メンバーの一人としてより

一層の活躍を期待致しておりました。早過

ぎる永遠の旅発ちにご主人様ご家族皆様の

お心が癒されるまでには

まだ永い時間が必要な事

と思います。心より深く

哀悼の意を表します。約

20年にわたり会発展の為

ご尽力下さいましたふみ

ゑ様に、お礼と安らかな

旅路であられます様祈念

申し上げます。 

斉藤ふみゑさんと永遠の別れ  顧問 高橋正孝 （中津川） 

あれから６０年の夢     佐原芳弘     (小白川 ) 

「あれから４０年」は「キミマロのお

笑いの台詞」だが、私は郷里を離れて

「あれから６０年」を超えました。そのせいか

昨今見る夢の舞台が過ぎし日の郷里が多くなっ

ています。夢ですから何の関連性もなく実家や

周辺の自然が現れるのです。郷里で過ごした期

間は、わずか１８年間ですが自分の心の大半を

占めているのです。天狗山のお祭り風景や獅子

舞、数知れぬ蛍の光、冷たい冬の朝の雪踏

み・・等々良かったこと辛かったこと今では懐

かしい事ばかりです。それに大学進学が当たり

前になっている今の若い方には理解し難いこと

でしょうが、私の高校進学は当時大変大変有り

難いことで感謝していました。当然大学進学な

ぞ望外の事でした。東京飯豊会には数年前から

毎年欠かさず参加しています。町長さんから郷

里の現況や問題点とこれからの取り組みの説明

を聞くのが楽しみにしているからです。年齢的

に何も協力できませんが、前向きな町長さんの

説明には嬉しくなります。ただし進む人口減少

の話は悲しい限りです。「限界集落」というこ

とを聞きますが、実家の奥にあった「高畠」や

「屋敷」集落はとっくに無くなり、住人のいな

くなった地域もある由、「あれから６０年」淋

しいことです。ところで夢の話の続きですが、

我が郷里飯豊町は、米作・畑作・果樹作・畜産

等が大農方式をとり、各農家がそれぞれ専門的

生産に携わり、効率的な企業的協同経営で株主

として収入を得ているという夢です。また企業

誘致も増加し経済の向上と人口増が図られ、さ

らに最上川の上流としての開発で新しい全国の

観光地として有名になり、交通網や輸送手段も

改善され飛躍的に発展していました。そして

「地域創生」の拠点地区になっていました。い

うまでもなく郷里を思う私の「あれから６０年

の夢」です。とんだ夢話で大変恐縮しています

が、たまに帰る郷里はインフラが大きく改善さ

れ、活気溢れる現実の姿を知ることが出来ま

す。我が郷里が「いきいき集落」に変革し、一

層の発展を祈念い

たします。今や雪

解けの春、現れた

ばかりの土手に直

ぐ芽生える「フキ

ノトウ」に生命の

息吹を感じます。 

在りし日の齋藤ふみゑさん 
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フランスで最も大きなスキー場の一つの

ヴァルディゼールへ行きたいと、長い間

思っていた。いろんな人に声をかけたが応

じてくれる人がいない。また、スキー人口が減って

いるためか，旅行社のツアーもない。仕方なく、一

人で行くことを決心した。77歳のこの年で万一病気

になったらとか、転んで骨折したらとか悪い思いが

胸をよぎる。スキーには自信があるし、言葉もなん

とかなると、自分に言い聞かせ。インターネット

で、大阪の旅行社にホテルとジュネーブ空港からの

バスの予約を取ってもらい出発した。2015年2月26

日16時にヴァルディゼールの町、ティーニュのバス

停に着いた。ホテルまでは歩いて15分の所と聞いて

いた。道路には雪が積もっていて、大型スーツケー

スの車輪に雪が付き車が回らない。22㎏を引きずる

ようにして、長いスキーを肩に歩き出した。小さな

町でタクシーはない。這うように15分位歩いて、ホ

テルを確かめるため小さな地図を見ながら、体をぐ

るっと回したら、凍った雪の上、体はすっとんだ。

スキーは放り出され、スーツケースは倒れてしまっ

た。靴の紐が緩んで反対の靴と絡み両足がくっ付い

て、直ぐには起き上がれなかった。商店街のど真ん

中、通りかかったフランス人ご夫婦が、フランス語

で大丈夫ですかと、体を起こしてくれた。丁寧にお

礼を言って、ホテルを探しているのですと。また重

い荷物をもってよたよた歩く姿を見かねたのか、ス

キーを担いでバッグを引くのを手伝い、ホテルを探

し当ててくれた。寒くて雪の降る中、なんと親切な

ご夫婦!見知らぬ土地で親切に出会い感動の旅の始

まりでした、ホテルに無事着いて、深々と頭を下げ

てお礼を言った。お礼にあげる物もなく申し訳ない

気持ちだった。なんと今回も外国に来て親切に出

会ったのだった。 翌日はホテルから出ると抜ける

ような青空、ホテルは2100ｍの高地にあって、空気

は澄んでいる。アルプスの山岳の中、この天気はい

つ崩れるか分からない。初日から一番高いところへ

行き、思い切って格好よく滑り、昨日フランス到着

で見せたぶざまな姿をかき消してやろうと。6人乗

り高速リフトに乗って、更にその上のゴンドラに乗

り、3500ｍのグラモンテ山に着いた。寒風に顔が引

き締まった。周りを見ると、真っ白い3千ｍの山々

に囲まれて圧倒される。人間を寄せ付けない神々の

住む世界に足を踏み入れている。ヨーシと、両手を

打って気合をいれて、天空の世界に飛び込んだ。滑

りながら、この世に生きている幸せな実感が体全体

に湧き上がってくる。乾燥した雪質、日本のスキー

場にはない、きれいに整備された幅広く、長いコー

ス。こんな恵まれたスキー場のリフトパス券を75歳

以上には無料で出してくれる。フランスのおおらか

さに感謝しつつ、あっという間に麓に到着した。 

アルプスの天候は毎日のように変化し、吹雪を伴う

強風により、上に行くリフトは全部ストップする。

トンネルを通る地下ケーブルなら運航しているはず

だと行ってみると、ここも運休している。視界が悪

く危険な為とのことだった。しかし、こんな時でも

2100ｍから下のリフトは動いている。一人で来た自

由の身、どんな時でも一日も休まずスキーをし、雪

で体が真っ白になっても夕方までホテルに戻らな

かった。7日間滑りまくったが、同じコースを2度滑

ることがない程、ヴァルディゼールスキー場は広大

だった。実に幸せなフランススキー旅行でした。 

 異国への憧れ  宇田京子  （松原） 

 

! ! !  
! ! ! 

私にはこの十数年楽しみにしているこ

とがあります。それは年に一、二度行

く海外旅行です。幼いころ母は私に多

くの絵本を与えてくれたので、私は見知らぬ世

界があることを知りました「幸福の王子、マッ

チ売りの少女」アンデルセンやグリムの童話、

繰り返し読んでは遠い異国に想いを馳せ憧れか

らいつか行きたいと夢見ていたのでした。子育

てが一段落し念願で有ったイタリアは想像をは

るかに超えた存在で私はすっかり虜になってし

まいました。古からの街並み石畳、糸杉にさえ

感動を覚えたのです。「ハーメルンの笛吹男」

のドイツ、「大きなかぶ」のロシアまだまだ行

きたい所は際限なく私は一生懸命に働かなけれ

ばなりませんでしたし、家族の病気、けが、ま

してや東日本大震災などとても行ける状態では

ない時もありましたが、このように夢を見てい

られるのはいろいろな偶然で奇跡なのでしょ

う。私は謙虚であらねばと思ったことでした。

昨年から夫と二人年金生活にあり、海外旅行は

とても贅沢なものになりました。しかも身体の

あちらこちらが壊れてきているのでいつ終わる

かわかりません。それでも私の異国への憧憬は

毎日に活力と彩りを与えてくれるものなので、

寛大な夫への感

謝と共に大切に

していきたいの

です。 

スペイン ラ・マンチャ 

フランス・スキー一人旅  山口弘二   (中津川 ) 
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＊個人紹介の番号と内容 

①織田英昭 

②部長・中津川地

区責任者 

③中津川 

⑤カラオケ  

 会則の改定案、総会イベント、ふるさと訪問、町との交流、役員親睦等の企画立案など、部員一同一致

団結頑張ります。尚、来年はサクランボの時期に合わせバスツアー&秋の芋煮会で会員との交流を計りた

いと存じます。 

 東京飯豊会発足５０年を節目に飯豊会をより充実させる為に発足した組織で飯豊会はここ数年会員の

高齢化等から、総会・親睦会への参加者が減少傾向の為、組織部が主体となり「①会員数の増員対策と

減少防止対策②会員同志及び飯豊町との交流を計画する為の資料作成③会員名簿の充実化」について活

動すると共に会員の皆様方とのコミュニケーションを図りながら対策を講じて参りますので、会員皆様

方のご協力ご支援を宜しくお願い致します。 

 
   

①氏名      ④座右の銘・モットー等 

②役職      ⑤趣味・特技等 

③出身 

   

   

 会報誌が会員相互の親睦と交流の場となり情報の共有化を図れるよう努めております。ふる里・飯豊を

慈しみ、絆を深める広報活動として飯豊町の役場等主要22施設に毎年配布し町民の皆様にも読んで頂け

るよう努めております。広報部員4名でＰＣを使っての広報編集ではＰＣが中々思い通りに動いてくれず

悪戦苦闘したり、原稿が予定通り集まらなかったり色々苦労も有りますが、出来上がって会員の皆さん

に「良かったよ」（数が少ない(笑)）の一声にヤリガイを感じ、次号はもっと良いものを作ろうと全員で

頑張っております。多くの会員の皆さんのご支援ご協力よろしくお願いいたします。会報作りを一緒に

やってみませんか！ＰＣに興味のある方連絡お待ちしております。 

①土田正一 

②部員 

③椿 

⑤ゴルフ 

①中村寿美 

②部員 

③添川 

⑤野球観戦 

①佐藤包子 

②副会長兼企画部担当 

③小白川 

①小川悦男 

②副会長兼企画部担当椿地区責任者 

③椿 

⑤ゴルフ  

①渡部 隆 

②部長・黒沢地区        

責任者 

③黒沢 

⑤ゴルフ、ボウリング 

①鈴木伊勢夫 

②副会長兼組織部担

当小白川地区責任者 

③小白川 

⑤ゴルフ 

①川合かよ子 

②手ノ子地区責任者 

③手ノ子 

⑤ウォーキング 

①今村ひろこ 

②高峰地区責任者 

③高峰 

①渡部志郎 

②中地区責任者 

③中 

⑤カラオケ、ウォーキング 

①国分秀高 

②副会長兼萩生地区責任者 

③萩生 

⑤カラオケ 

①井上和雄 

②部長 

③黒沢 

④一歩踏み出せば 

夢は叶う 

⑤野菜作り、 

 読書、 

 サイクリング 

①伊藤 茂 

②副部長 

③中津川 

④努力の峠に成

功の花が咲く 

⑤写真 

①深瀬忠次 

②部員・添

川・松原地区

責任者 

③添川 

④毎日が原点‼ 

⑤古銭収集 

①鈴木清子 

②部員 

③高峰 

④母の笑顔は太

陽の如し！ 

⑤カラオケ、 

 脳トレ 
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東京飯豊会役員名簿

NO 役    職 兼務職等 氏  　名 電 話 番 号 出　身

1   会　 　長 山口　弘二 042-994-1305 中津川

2 副　会　長　 　　(組織部) 国分　秀高 03-3411-1225 萩　生

3 副　会　長　 　　(組織部) 鈴木　伊勢夫 03-3713-8234 小白川

4 副　会　長　 　　(企画部) 佐藤　包子 03-3936-5060 小白川

5 副　会　長　 　　(事務局) 佐原　利博 044-599-1581 小白川
6 副　会　長　  　（幹事長） 新野　孝司 045-481-4554 添　川

7 副　会　長　  　（事務局長） 志田　義雄 049-244-3940 椿

8 副　会　長　 　 （企画部） 小川　悦男 042-421-7824 椿

＊  幹  事  長 新野　孝司 045-481-4554 添　川

9  副 幹事長 志田　幸次 042-644-1847 椿

＊  事 務 局 長 志田　義雄 049-244-3940 椿

10  事務局次長 （兼組織部長） 渡部　隆 090-8818-4976 黒　沢

＊ 佐原　利博 044-599-1581 小白川

11 　 事 務 局 山口　美恵子 03-3812-5602 萩　生

12 佐藤　　剛 029-873-0740 高　峯

13  企 画 部 長 織田　英昭 048-542-9649 中津川

＊  企画担当部長 小川　悦男 042-421-7824 椿

14 　企　画　部 土田　正一 0489-31-4647 椿

＊ 佐藤　包子 03-3936-5060 小白川

15 中村　美寿 03-3982-0901 添　川

＊ 組 織 部 長 （黒沢地区責任者） 渡部　　隆 090-8818-4976 黒　沢

＊ 　組　織　部 （萩生地区責任者 国分　秀高 03-3411-1225 萩　生

16 （手ノ子地区責任者） 川合　かよ子 03-3785-4831 手ノ子

17 （添川地区責任者） 深瀬　忠次 03-3472-5289 添　川

＊ （中津川地区責任者） 織田　英昭 048-542-9649 中津川

＊ （椿地区責任者） 小川　悦男 042-421-7824 椿

18 （高峰地区責任者） 今村　ひろ子 0297-83-5124 高　峯

＊ （小白川地区責任者） 鈴木　伊勢夫 03-3713-8234 小白川

＊ （中地区責任者） 渡部　志郎 049-284-6737 中

19 広 報 部 長 井上　和雄 042-551-0222 黒　沢

20 広報副部長 伊藤　　茂 042-754-3996 中津川

＊   広  報  部 深瀬　忠次 03-3472-5289 添　川

21 鈴木　清子 090-9239-2821 高　峯

22 会 計 部 長 渡部　志郎 049-284-6737 中

23 会  計  部 島田　栄子 03-3450-8735 手ノ子

＊ 今村　ひろ子 0297-83-5124 高　峯

24 会計監査 手塚　敏浩 0480-93-4231 黒　沢

＊ 山口　美恵子 03-3812-5602 萩　生

25 幹    事 宮城　慶吾 042-953-6341 中津川

26 吉田　キヌヨ 048-862-2484 高　峯

27 池田 　さだ 03-3620-7128 小白川

28 中澤 　サタ 03-3608-4472 椿

29 顧    問 高橋 　正孝 043-278-5229 中津川

30 手塚 　久雄 048-728-6406 萩　生

31 佐藤　善冶 044-877-1404 黒　沢

32 横山　忠雄 042-373-0309 手ノ子

＊ 川合　かよ子 03-3785-4831 手ノ子

33 相 談 役 樋口 　昭二 0424-83-2028 萩　生

  ＊　・・・　兼務

　　　　　　　　平成27年　9月　27日
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第５３回東京飯豊会総会・懇親会盛大に挙行される     

挨
拶
は
大
事
？ 

 

近
況
報
告
を
す
る
両
氏 

 第53回東京飯豊会総会・懇親会が、平成26年

9月28日(日)日暮里“ホテル・ラングウッド”

にて会員の皆様125名飯豊町より嶋貫副町長を

始め20名の来賓の方々をお招きして盛大に開催

されました。一部は志田事務局長の発声で始ま

り東京飯豊会会長の挨拶、ふるさと納税の呼び

かけの後、嶋貫副町長からは、ふるさと納税が

８月で昨年を上回る御協力を頂いた御礼が述べ

られました。二部は渡部会計部長の司会でアト

ラクションで池田進とグリーンアイズのメン

バーの軽快なメロデイーに乗せて美しい歌声を

聴きながら歓談しつつお楽しみ抽選会に移り、

米沢牛やほかの商品が有り皆が一斉に舞台に注

目です。楽しい時間はあっという間で、全員で

「花は咲く、ふるさと」の大合唱…続いて長沼

議員と国分副会長の音頭とりで万歳三唱でお開

きになりました。 鈴木清子 記 

         

１年ぶりだな

あ‼ 

ハイポ—ズ 

高峰地区の皆さ

んです 

朝
礼
で
確
認
指
示
を
出
す 

 
 
 
 
 

事
務
局
長 

総会風景 ～1～ 

今
年
も
み
ん
な
ど
達
者
で 

～
あ
わ
っ
ぢ
ぇ 

え
が
っ
た
な
あ
～ 

又
来
年
も
く
ん
べ
な
あ
～ 
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バンザ～イ 

又来年!!! 

兎
追
い
し
〜
♫ 

み
ん
な
つ
い
て
来
て
〜
♫ 

花は咲く皆で大合唱 

万歳三唱 
ふるさとの合唱 

しょしな～ 

軽快なリズムでのグリンアイズ 

会
長
自
ら
各
テ
ー
ブ
ル
へ 

総会風景 ～２～ 
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平成26年度 年会費納入者御芳名 (敬称略) H26/12/31現在 

 会員皆様205名に年会費を納入頂き、会の運営・維持並びに会報の発行が出来ました。 

 ありがとうございました。      

 [黒沢] ＊井上和雄 梅津勝美 梅津茂夫 菅野由佳 小林 秀 ＊佐藤善治 鈴木美佐子 館石 清 

14 ＊手塚敏浩 中根友利子 平山 くに 森田和美 ＊渡部 隆 渡部忠雄   

[小白川] *池田 さだ 石島 サダ *佐藤包子 *佐原利博 佐原政晴 佐原芳弘 *鈴木伊勢夫 平 君代 

15 高橋八郎 瀧口 ヨネ 田辺 淳 田辺俊彦 千葉マサヨ 舟山睦男 舟山吉次  

[添川松

原] 
芦川裕子 安部正良 荒木ふじ子 伊藤憲子 岩瀬房雄 宇田京子 梅津 勲 遠藤昭雄 

30 遠藤一夫 遠藤悠紀子 小関 こう 勝見俊秀 金原ちゑ子 古瀬完治 小松勇吉 斉藤 勝 

 斉藤良一 佐藤よね子 山水 まさ 島田四郎 高橋統一 高橋はま子 田中とし子 *中村美寿 

 *新野孝司 二瓶文夫 *深瀬忠次 村田忠一 森 博子 山口紘紀   

 [高峰] 伊藤正光 *今村ひろ子 沖田みゑ子 川口茂雄 *佐藤 剛 *鈴木清子 高橋正弘 坪川民主 

13 本間 元 本間昭二 宮川冨久枝 山本エイ子 *吉田キヌヨ    

 [ 椿 ] 安部貞夫 井上博司 上原三男 大富 博 大庭信夫 岡 文子 *小川悦男 片野英子 

23 加藤文雄 北原重行 *志田幸次 *志田義雄 鈴木房雄 高橋叔子 高橋弘子 *土田正一 

 手塚みよし *中澤 サタ 長沼富雄 新野豊明 長谷川誠 堀江 徹 松山倉夫  

[手ノ子] 青木久勝 池田典子 今原幸子 奥山俊昭 奥山保弘 勝山恭子 *川合かよ子 佐藤トキコ 

20 佐山次夫 *島田栄子 *長沼 清 舟山清成 舟山好一 舟山繁勝 村澤保子 室田 武 

 *横山忠雄 
横 山 ユ ウ

子 
渡部昭雄 ㈱ＤＯＭＯＳ    

[ 中 ] 青木しげ子 青木道子 朝倉重美 安達宮子 位下和子 川村 博 菅野義徳 木村勝夫 

30 木村幸子 篠原五郎次 島貫勝利 島貫日出子 嶋貫 浩 島貫正十三 鈴木孝造 鈴木 昌 

 鈴木昭作 高尾美世子 高橋英子 田所昌子 長岡信司 長岡俊昭 新留静子 錦織明美 

 野原致子 福島ミヨ子 峯田有一 若林敬一 *渡部志郎 渡部清三   

[中津川] *伊藤 茂 伊藤敏次 井上啓助 織田和弥 *織田英昭 久保浦政子 小泉路子 後藤篤志 

23 古藤国雄 後藤昭輔 古藤光康 近藤和子 酒井 博 *高橋正孝 中善寺良幸 丸山光雄 

 峯岸浩夫 *宮城慶吾 山口 清 山口弘二 山口達男 山口哲男 渡辺カツ子  

 

 

 

 

[萩生] 五十嵐ヨシ子 石井 シズ 伊藤 武 伊藤正雄 浮谷栄子 宇津木吉美 梅津文蔵 海老沢真砂子 

37 大木満子 大家梅子 岡野芳子 加藤房子 嘉藤六郎 菅 利夫 木村 清 組谷信子 

 *国分秀高 後藤勝英 後藤節子 小林 スイ 坂本喜美子 佐藤豊子 佐藤政春 白幡行夫 

 鈴木和子 関 久三 高橋茂夫 高橋 みつ 滝浪とも 谷口秀子 *手塚久雄 *樋口昭二 

 樋口 孝 松本より子 山田正子 *山口美恵子 渡部 とく    

205 *印 役員 

 ちょっと 一休み ！！！    (フランシス・ベーコン名言・格言集より)  井上和雄 記 

 

 読むことは人を豊かにし、 

                        話すことは人を機敏にし、 

                                              書くことは人を確かにする。 
  

 【１００までは１０代】と言います。 高齢化時代、読んで話して書いて若々しい人生を！！！ 
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　    　　平成26年1月1日～平成26年12月３１日

2月2日 役員会 総会イベント検討 9月14日 ホテルラングウッド打ち合わせ
4月6日 役員会 総会イベント決定 9月28日 第53回飯豊会総会
6月1日 役員会 名簿チエック 10月19日 役員会 総会反省会
8月3日 役員会 総会案内状発送 11月8日 8役会 会則改定検討

 　会計報告 　    　　平成26年1月1日～平成26年12月３１日

収入の部 支出の部

（単位：円）
　　　　項　　　　目 金　　額 項　　　　目　　 金　　額

前期繰越金 950,460 53回総会関係(料理、飲料、会場費） 1,207,613
第53回総会会費 1,130,500 イベント関係（池田進＆グリーンアイズ 100,000
会員年会費　（205名） 307,500 案内状印刷関係 62,000
寄付金　（来賓・役員） 134,000 会報印刷関係　（12号、ファイル用） 170,000
広告掲載料（14件） 180,000 部会活動関係 94,500
記念ファイル売り上げ 152,500 事務費（消耗・役員会会場他） 57,974
預金利子 107 発送費（案内状、会報、事務系） 207,369

交際費（慶弔、渉外他団体交流） 96,712
50周年記念ファイル 202,747
次期繰越金 656,152

　　　合　　　　計 2,855,067 　　　　　　　合　　　　計 2,855,067

桜木協賛基金
収入 支出
前期繰越金 100,150 諸支出 0

3,000 次期繰越金 103,150
　　　合　　　計 103,150 　　　　　　　合　　　　計 103,150

会計監査報告

　　　監査の結果　適正かつ良好に処理されている事を認めます。
手塚敏浩 　　　　　印

今村ひろ子 　　　　　印

　　第53回総会ご寄付ご芳名　　(敬称略・順不同団体名にてご芳名）

嶋貫副町長 山口弘二
小松一芳 国分秀高
竹田辰秀 川合かよ子
飯豊町有志 横山忠雄
JA山形おきたま 高橋正孝
佐々木幸雄 佐原利博
荒生保男 織田英昭
吉田仁志 中村美寿
佐藤政雄 渡部　隆

会務報告

協賛金
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東京飯豊会・会則 
 

第1条 名 称   本会は東京飯豊会と称する。 

第2条 会員資格  本会は山形県飯豊町出身者で、東京および東京近県内に居住する者で組織する。 

         また、出身者の縁故者で役員の推薦を受け、役員会で承認された者。 

第3条 目 的   本会は会員の親睦と郷里との交流等に関する事業を行い、これらを通じて互助共栄 

                  図ることを目的とする。 

第4条 会 費   会員は会の維持費として、一家族当り年間1500円の会費を納入するものとする。 

本会の運営費は会費、事業収入（含広告収入）寄附金および祖の他の収入をもってこ

れに当てる。   れに当てる。                     

第5条 役 員   本会は下記の役員をおく。 

         会 長 １名  副会長 若干名  幹事長 １名  副幹事長 若干名 

          務局長 １名  事務局次長 1名  企画部長 １名  組織部長 1名  

         広報部長 １名 広報副部長 若干名 会計部長  １名 会計 若干名 

         会計監査  ２名  幹 事  若干名 

第6条  役員選出   会長の選出は役員会が行い、その他の役員は会長が任命する。役員の任期は２年と

し、再任を妨げない。役員は任期終了後でも後任者の就任までその任にあたるものと

する。 

第7条 役員の任務 

１．会長は本会を代表して会務を総括する。副会長は会長を補佐する。 

２．幹事長は会長の指示により役員会を召集し、会務を役員会に諮り、実務を 

    具体化する。 

副幹事長は幹事長を補佐する。以下の役員及び幹事は実務を担当する。 

３．事務局長は立案された会務を幹事長と協力し、事務全般を行う。 

４．企画部長は事業を行うための企画を立案し、役員会に諮る。 

５．組織部長は会員の維持・拡充を行うための企画を立案し、役員会に諮る 

６．広報部長は広報に関し、広報活動の充実に向けて企画を立案し、役員会に諮る。 

会報の発行、事業の広報に関する実務を総括する。 

広報副部長は広報部長を補佐する。 

７．会計部長は会費の徴収、所轄部署提案にもとづき、予算（案）の取り纏め及び事業

費の収を行う。並びに財務等の実務を総括し、会計報告を役員会に報告。決算報告

を総会において行う。 

８．会計監査は会計及び財務について監査し役員会及び総会に報告する。 

第8条 特別役員   本会に最高顧問、顧問、相談役をおくことができる。 最高顧問、顧問、相談役は 

                    役員会の議決を得て会長が委嘱する。 

第9条 総 会    本会の総会は年１回開き、会計、人事、事業等運営に関する事項を報告する。 

第10条 会計年度   会計年度は１月１日～１２月３１日までとする。 

第11条 会運営     本会の運営は会の目的遂行のための事案を、総て会長の招集する役員会にて協議し 

          決定する。 

第12条 八役会     本会の運営は八役会にて立案し、役員会において決定することができる。 

  八役会は会長、副会長、幹事長、事務局長、企画部長、組織部長、広報部長、 

  会計部長にて構成する。 

第13条 顕彰・慶弔  役員会は本会のために多大な貢献したと認められる会員、個人、団体を顕彰、見舞 

                   い、慶弔することが出来る。 

第14条 禁止行為  本会組織を利用して宗教・政治・個人営利目的の活動を禁止する。また本会の目的、 

 主旨に反する行為を禁止する。これに反する者は退会させることが出来る。 

第15条 届 出     会員はその住所、氏名を本会事務局に通知することを義務とする。その後の変更時は 

                   遅滞なく通知するものとする。 

第16条 委 任    会則に定めない事項及び運営上必要な事項は、内規に定める。 

第17条 規約改正  本会則の改正は役員会の議決を経て、これを決する。 

第18条 事務局     本会の事務局は事務局長方に置く。 

付 則     1.本会は１年に１回会報を発行する  2.会則発効 平成15年1月1日 

              3.会則改定  平成21年1月1日      4.会則改訂 平成27年6月7日 
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支えあおう!いいで会 1 

国分秀高 

会役職：副会長 

出身地:萩生 

趣味:カラオケ 

 

新野孝司 

会役職：副会長兼幹事長 

出身地:添川 

趣味:囲碁〈初級〉 

モットウー:自由な時間趣味を持ちほど

ほどのお金があれば健康長寿間違いな

し！！！ 

小川悦男 

会役職：副会長 

出身地:椿 

趣味:ゴルフ ウクレレ 

座右の銘:一期一会 

 人と人の出会いを大切にして   

います 

志田義雄 

会役職：副会長兼事務局長 

出身地:椿 

趣味:旅行（国内外問わず) 

座右の銘:誠心誠意 

花回廊役員:置賜地区３市５町を中心に桜を

植樹している『花回廊ようざんろーど』をつ

くる会では、自分達の植えた桜の木の下で孫

達と語り会える日を楽しみにロマンを求め活

動しています 

佐原利博 

会役職：副会長 

出身地:小白川 

趣味:模型作り 

 

土田正一 

出身地:椿 

趣味:ゴルフ 

 

渡部志郎 

会役職：会計部長 

出身地:中 

趣味:カラオケ、ウォーキング 

座右の銘:ピンピンコロリ気持ち

は若く！！ 

川合かよ子 

出身地:手ノ子 

趣味:ウォーキング 

 

山口弘二 

会役職：会長 

出身地:中津川 

趣味:スキー 

＊全日本指導員として、埼玉県朝霞市ス

キー連盟のもとに 市民スキー、会社の

スキークラブでスキーの指導を行ってい

ます。皆さん、スキーの楽しさをもう一

度取戻しませんか。 

 

織田英昭 

会役職：企画部長 

出身地:中津川 屋号：下屋地 半鐘台 

趣味:カラオケ 

 

 会員の皆さん!一コマ２０００円で東京飯豊会に財政支援する 

コーナーです。奮ってご応募ください！ お待ちしております。 
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 支えあおう! いいで会 2 

島田栄子 

出身地:手ノ子 

 

今村ひろ子 

出身地:高峰 

 

渡部 隆 

会役職：組織部長兼事務局次長 

出身地:黒沢 

趣味:ゴルフ、ボウリング 

 

鈴木清子 

出身地:高峰 

趣味:カラオケ,脳トレ 

座右の銘:母の笑顔は太陽の如し 

 

高橋正孝 

会役職：顧問 

出身地:中津川 

屋号：広河原 甚兵衛 

趣味：ソシアルダンス、カラオケ 

座右銘：「想像力と思いやり」があらゆ

る問題解決の原動力である 

中村美寿 

出身地:添川 〈Ｓ.１８年生まれ〉 

趣味:野球観戦、マジック 

社会奉仕：新宿区や豊島区の会場で

三味線や唄のボランティアを行って

ます 

地区別退会者 

黒沢  ７人 

小白川  ４人 

添川  ８人 

高峰 １４人 

椿  ３人 

手ノ子 １６人 

中  １人 

中津川 ２２人 

萩生  ９人 

 転居先不明者含む ８４人 

 

＊

平

成
27

年

会

員

移

動

状

況 

平

成

27

年

6

月

30

日

現

在 

  

坂
下 

浩
安 

(

手
ノ
子)

 

齋
藤
ふ
み
ゑ 

(

手
ノ
子)

 

鈴
木 

三
男 

(

手
ノ
子)

 

近
藤 

順
子 

（
中
） 

渋
谷 

信
子 

（
中
） 

高
橋 

作
次 

（
中
津
川
） 

星
野 

信
助 

（
中
津
川
） 

嘉
藤 

秀
一 

（
萩
生
） 

お
く
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
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佐藤　七助 （小白川）

田邉　幸夫 （小白川）

田邉　淳 （小白川）

近藤　郁子 （小白川）

遠藤　昭雄 （添川）

小山　まり子 （添川）

佐藤　悦子 （添川）

高橋　幸男 （添川）

古瀬　完治 （添川）

斉藤　雅弘 （高峰）

鈴木　浩昭 （高峰）

高橋　寿 （高峰）

藤原　幸雄 （高峰）

本間　弘美 （高峰）

宮川　富久枝 （高峰）

鈴木　房雄 （椿）

長沼　房子 （椿）

中沢　昇吉 （手ノ子）

室田　武 （手ノ子）

新規入会者

栗飯原百合子 （中）

臼井　八重子 （中）

木村　勝夫 （中）

鈴木　孝造 （中）

大谷部ちゃう （中）

渡部　なみ子 （中）

井上　ミエ子 （中津川）

織田　和弥 （中津川）

後藤　幹子 （中津川）

中善寺　良幸 （中津川）

三田　英行 （中津川）

伊藤　正雄 （萩生）

大山　裕子 （萩生）

鈴木　キヌ （萩生）

鈴木　和子 （萩生）

高橋　利美 （萩生）

松本　余里子 （萩生）

渡邉　ひろ子 （萩生）

合計 37名

新規入会者
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お米はここまで美味しくなれる。 

 おいしい自然をいちはやく 

  ご飯の大好きなあなたへ 

   お届けします 

 

山形おきたま農業協同組合飯豊支店 

山形県西置賜郡飯豊町大字528 

TEL 0238-72-2121 FAX 0238-72-2010 

未来へのおくりもの・・・ 
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株式会社  佐  藤  管  工  業  

〒 999-0602 

  山形県西置賜郡飯豊町大字萩生615 
   ＴＥＬ 0238-72-2191 

   ＦＡＸ 0238-72-2192  

上下水道・給排水・衛生設備・浄化槽工事            

ボイラー設備・空調設備・消雪工事 

設計・施工・保守管理 

< 住宅設備機器販売 > 

代表取締役社長 佐藤正一 ・ 代表取締役専務 佐藤政美  

２０１５年６月より当社ホームページがリニューアルしました。 

より多くの方々に㈱国分石材を知って頂きたい想いから作りました。 

石屋のおっかブログも再開しますので、応援よろしくおねがいします！！ 

ホームページ    http://kokubunsekizai.com/ 

石屋のおっかブログ http://samidare.jp/148bun/ 
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お問い合わせは 添川の 

（有）銀 波         代表  新野 純一 

TEL ０２３８－７４－２１４７  

FAX ０２３８－７４－２０３１ 

e-メール ginnami@beige.plala.or.jp 

地 元 肉 専 門 の 店 

飯豊牛・白川漬・さくら肉 

(有)肉のすがい  
飯 豊 町 添 川 ３ １ ７ ６ － ５ 

TEL0238（74）2212  FAX0238（74）2262 
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   関東よもぎだ会・参加のご案内 
 

 
 
 山形県置賜農業高等学校、飯豊高等学校（分校）同窓生の集まりです。 

   

   年会費   １，０００円     会報 『逢田』送付 

    

  総会及び懇親会を毎年３月に本部より同窓会会長、校長、事務局が 

   出席して行われますのでご希望の方は下記までご一報ください。 

 

関東よもぎだ会    会長    佐々木政夫（川西町出身） 

           事務局長  小川悦男 （飯豊町出身） 

           連絡先   〒202-0003 

                  西東京市北町５－４－３ 

                  ☎・FAX  042-421-7824 

                          携帯  090-3139-2210 



27 

 



28 

ただいま 

ちょっと 

お休みさせ

ていただい

てます 

ただいま～って帰りたくなる 

なんだか ほっとする いいもんだ中津川 

民宿それぞれ特徴があってどこ泊まっても退屈しない！！あったか～い 

なかつがわ農家民宿組合の皆さんです。 

     どうぞ皆様 とまりにござっておごえ～  

 

    広報部からのお願い 
 次号に向け、会員の皆様からの原稿、新シリーズ『楽・健・長』の生きがい、又ふるさとの思い

出、趣味や文化活動、旅の思い出、地域活動、同級会案内、日常の出来事、弊会や町の思い出の写

真、短歌・俳句、ふるさと情報など気軽に応募ください。（６００字程度）を下記までお寄せ下さ

い。今号より新設しました『支えあおう! いいで会』コーナーも募集中です！！！ 

 

 広報部長 井上 和雄                事務局長 志田 義雄   

  〒190-1214 東京都瑞穂町むさし野２-３７-５    〒350-1136 川越市下新河岸６９－６６ 

  TEL&FAX:０４２－５５１－０２２２         TEL:０４９－２４４－３９４０ 

    e-Mail   inouekkhs@ybb.ne.jp           e-Mail smile.y_shida@a011.broada.jp 

         編 集 後 記 

 

＊田植えの手伝いで故郷に帰っていた5月のと

ある日どんでん平の展望台より緑に染まった田

んぼを写真に撮ろうと早朝5：30頃行ました。

絶景を何枚も何十枚も撮り、ユリ園も散策しよ

うと園内を回って来ました。その時何か黒い人

影を感じるような気がしました。こんな早朝に

人がいるはずがないと思ってましたがそこに汗

びっしょりのＤさんがおりました。お話を聞い

てみると本日ボランティアの皆さんが園内の手

入れ、整備をやってくれるので、その段取りで

器具等の準備をしているとの事。ユリの花は

色々な人達の愛情と真心を一身に受けすくすく

育ち今年も又美しく綺麗に咲き誇った事でしょ

う！会員の皆さん!!!このように飯豊のユリは 

愛情こめて育てられております。来年は是非バ

スツアーに参加して行って見ましょう！！！ 

 

＊今回『支えあおう! いいで会』コーナーを

新設しました。会員の高齢化により会費収入が

減少傾向にあります。そこで会員の皆さんに一

コマ2,000円で自己紹介、同級会開催のお知ら

せ、趣味の紹介等どんなテーマでも（但し政

治、宗教活動・勧誘を除く）載せる事により 

東京飯豊会の財政に寄与できるようにしまし

た。会員の皆さんのご協力をお願い致します。 

ご応募をお待ちしております。 

               (井上和雄記)   

編集 ：  

伊藤茂、深瀬忠次、鈴木清子 、井上和雄 


